
令和３年度探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業の取組 

 

 

 

 

県の 2回目の協議会も,オンラインで行われました。 

この回では, 武庫川女子大学准教授 藤本勇二先生の講演がありました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などなど，他にも「なるほど！自分たちの学校でも取り入れていきたい！」と感じることも多く，たくさんのことを学ばせて

いただきました。 

 

また，この研修会では，事前課題が出されていました。それは，「研究や実践の方針」 のポイントを A４，1枚にまとめ

るというものでした。その資料を使いながらグループ交流しました。 

他校,他中学校区の取組を見ると,一段と焦りを感じてしまった研究推進リーダーです。 

他校がまとめられた「研究や実践の方針」は素晴らしいものでした。中身はもちろんのことですが，レイアウトもとても

参考になりました。 

 今後も他校の実践や研究から学びながら,自分たちの研究を進めていきたいと強く感じました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

第２回探究的な学習の在り方に関する研究推進地域連絡協議会(県) 

 

7 月 9 日 
 

生活科や総合的な学習の時間を行うとき, 「子どもは有能な学び手であるこ

と」を前提に授業を作ることが大切。教師の役目は，活動の達成を支援すること

ではなく，子どもたちがやりたくなるような環境を作ること。そのために,児童

の実態を把握し,教師の出の質を向上することが大切であるということ 

子どもたちが自分で考えて動く時間がとても少なくなっている。 

研究協議は「みんなで『見取る』様式」を取り入れ，授業者が見取ることが

できなかった一人ひとりの子どもの育ちを，参観者から担任にギフトとしてあげ

るようにするとよい。 

話し合いがとても大切で，個と集団とのかかわりを通して，気づきの質を高め

ることが大事。 

研
究
の
方
針 

 
 

 

神
石
高
原
町 

三
和
中
学
校
区 


